


第２回脊振町公共交通検討会議資料

令和元年７月８日

資料１



１ 本日の議題・・・再編の方向性について
昭和バスに変わる交通として、三瀬・神埼線は神埼市と佐賀市が共同で、脊振町通学
バスについては神埼市単独で新たな運行の形態、事業者、車両等を検討する。

➀運行形態について

・路線定期運行、区域運行等の運行形態の整理が必要。

②運行区間について

・佐賀駅バスセンターから神埼市役所の区間で西鉄バスと重複。

③利便性・サービスレベルについて

・朝夕は通学利用に対応するサービスレベルを維持。

・日中は通院や買い物などに対応するため、利便性の低下を伴う大幅な減便は避

けたい。

④車両の大きさについて

・朝夕の時間は、通学利用者が一定数存在するため、バスサイズの車両が必要。

⑤佐賀市との情報共有

・神埼市、佐賀市両市をまたがる路線であり、協議事項を共有し、それぞれの意見

をすりあわせて決定したい。
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三瀬・神埼線



２ 佐賀市の検討状況
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○昭和バス再編に係る「三瀬地区公共交通検討会議」
がこれまで２回開催されている。

○第１回会議では、再編申し入れの経緯、乗降調査の
結果等の説明。

○第２回会議では、運行形態、発着地点、車両の種類、
サイズについて検討。



３-１ 三瀬・神埼線 検討事項（運行形態について）

3

⇒三瀬・神埼線

⇒脊振町通学バス



３-１ 三瀬・神埼線 検討事項（運行形態について）
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運行ルートの種類
三瀬・神埼線
脊振町通学バス

デマンドタクシー
に多い



３-１ 三瀬・神埼線 検討事項（運行形態について）

5

運行ダイヤの種類

三瀬・神埼線
脊振町通学バス

デマンドタクシー
に多い



３-２ 三瀬・神埼線 検討事項（運行区間について）

検討事項 三瀬から神埼市内のどこまで向かうか
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佐賀駅ＢＣ～神埼市役所間は西鉄バスと重複している。

文
文

神埼駅前神埼市役所前

横武

佐賀駅BC

神埼清明高校
神埼高校

選択肢

• 神埼駅前
• 神埼市役所前
• 神埼清明高校前（横武）

三瀬・神埼線（昭和バス）
神埼線（西鉄バス）

路線凡例



３-２ 三瀬・神埼線 検討事項（運行区間について）
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①神埼駅前 ②神埼市役所前 ③神埼清明高校前
（横武）

佐賀駅バスセンター 乗り継ぎが
発生

乗り継ぎが
発生

乗り継ぎが
発生

神埼清明高校前 乗り継ぎが
発生

乗り継ぎが
発生

現状どおり

神埼市役所前 乗り継ぎが
発生

現状どおり 現状どおり

神埼駅前 現状どおり 現状どおり 現状どおり

選 択 肢

▼選択肢・目的地別の乗り継ぎ発生対応表

現在の利用者の利便性はどう変わる？

目

的

地

検討事項 三瀬から神埼市内のどこまで向かうか
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３-２ 三瀬・神埼線 検討事項（運行区間について）

神埼市内から佐賀駅BCまで行く方法・・・JRか西鉄バスに乗り継ぎ

西鉄バス

新交通

神埼線

佐賀駅BC

三瀬支所

①鉄道
乗り継ぎ

②西鉄バス
乗り継ぎ

イメージ図

8分

38分

神埼駅

バス停（市役所
or清明高校）

JR

検討事項 三瀬から神埼市内のどこまで向かうか



３-３ 三瀬・神埼線 検討事項（運行車両について）

○運行準備のために、車両を選定する必要がある。
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車両 一般タクシー 中型バス

座席数※ ～4人 5～9人 10～21人 18～28人

運転免許 普通免許 中型免許 大型免許

維持負担 小 大

ジャンボタクシー

検討事項 車両サイズについて

車両の種類

（※座席数は補助席を含まない。また、メーカーにより若干の差がある。）

14人乗りジャンボ
・マイクロバス
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３-３ 三瀬・神埼線 検討事項（運行車両について）
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検討事項 車両サイズについて

ジャンボタクシー

（～9人）

タクシー（～4人）

マイクロバス（～21人）
最大15人

乗降データ抜粋（6月12日 6：35三瀬車庫発）



４ 三瀬・神埼線 参考
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参考 現行の運賃（昭和バス）

三瀬
車庫前

神埼駅
前

890円
38分

神埼市
役所前

160円 940円
1分 41分

横武
190円 190円 1,000円

3分 6分 44分

佐賀駅
BC

430円 470円 470円 1,180円

23分 26分 29分 67分

上段：運賃

下段：所要時間

【フリー定期券】
１ヶ月 １０,３００円
３ヶ月 ２７,８００円
※対象 小学生～大学生

【通学奨学金】

通学費が５千円を超える場合、佐賀県教
育総務課が５千円を超える額を奨学金と
して貸与。（上限2万円）

運賃（抜粋） 割引サービス

【高等学校等生徒通学助成事業】

脊振町内から神埼駅前バス停までの区間
のバス定期乗車券購入額の1/2を補助
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➀運行形態について

・路線定期運行、区域運行等の運行形態の整理が必要。（P5～P7）

②運行区間について

・現行の脊振支所、広滝バス停を中心とした脊振町内３コース（脊振山麓線、鳥羽院線、

倉谷線）を基本とする。

③利便性・サービスレベルについて

・朝夕は通学、通園利用に対応するサービスレベルを維持。

・利用の少ない日中については、脊振町中心部への移動および三瀬・神埼線の路線バス

へ乗り継いで市中心部への移動を確保した上で、運行形態について検討する。

④車両の大きさについて

・平成３０年度及び直近の通学、通園時間帯の利用実績については、多い便でも１０人

前後であるため、現行の車両（中型バスで座席数３０弱）からの変更を検討する。

（P11）

５ 脊振町通学バス



６ 今後の検討課題について

○バス停の位置、フリー降車制度について

○運行時間・ダイヤの検討

○新たな運行形態の運賃・割引サービス

○地域における役割（利用促進等への参加等）
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※フリー降車制度・・・バス停留所以外でも路線上の任意の場所で降車できる制度



７ 今後のスケジュール
第１回会議・第２回会議

バス停・時刻表の検討

運賃・割引サービスの検討

試験運行・先例地視察等

運行内容の周知・運行準備

運行開始

※第３回会議は８月～９月頃に開催予定
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